
   

 

 

 

 

 児童生徒の実態 

(1)平成 20 年度健康診断の結果より 

むし歯や視力の状況は、全国平均とほぼ同

じであった。肥満傾向児の出現率は、肥満度 

20％以上が11％で、全国平均と比べると高い

状況であった。ローレル指数160以上の児童の

割合の推移もここ数年ほぼ横ばいの状態であ

った。 

(2)新体力テストアンケート結果より 

56％の児童が「起きるのがつらいことがあ

る」と回答している。また、およそ３分の１

の児童は「毎日排便をしない」と回答してい

る。 

朝の目覚めや排便などの体調面に問題を抱

える児童が多いことが分かった。 

(3)生活習慣と食事に関するアンケート結果

より 

体調に関する課題について要因を分析した

ところ、朝の排便の習慣がある児童と、そう

でない児童では、偏食傾向や食欲などの食習

慣について優位な差で関連がみられることも

明らかになった。    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点目標 

諸調査の分析から本校の健康課題を、望ま

しい生活習慣の形成による体調や肥満傾向の

改善と捉え、食や健康づくりに関する意識を

高め、望ましい食行動によって、健康レベル

を向上させるために、食育の視点から、次の

ような重点目標を設定した。 

①  ３食規則正しく食事をとり、望ましい生

活リズムを身に付けることができる児

童の育成 

②  栄養バランスのよい食事を進んでとる

ことができる児童の育成 

上記の内容について、その指導場面と方法 

を整理し、現行の教育活動の中で最大限の効

果を発揮できるよう、また、重要度や優先順

位を考慮し、次のような視点で実践を行った。 

 

【視点１】教育活動全体で推進できるよう

指導体制を整備し、食に関する

指導の充実を図る。 

【視点２】学校給食を生きた教材として活

用し、食育を推進する。 

【視点３】家庭や地域との連携を図りなが

ら、視点１、２を推進する。 

  ＜校内食育推進のための指導体制＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ＜図１＞ 

朝の排便の習慣と好き嫌いの有無 

 

児童生徒への教科・特別活動等における教育指導 事例４ 単独校 

 

健康課題を見据えた食育の推進 
 

福島市立清水小学校栄養教諭 亀田明美 

 



 

実践内容 

(1)【視点１】教育活動全体で推進できるよう 

指導体制を整備し、食に関する指導の充実

を図る。 

 

③「元気の輪強化週間」の実施 

望ましい生活習慣を身に付けさせるため、

食に関わる内容を追加した点検表を用いて

「元気の輪強化週間」を実施した。

①食育全体計画の整備 

既存の食育全体計画を見直し、教科・学

級活動における食に関する指導の時間を確

保するとともに、栄養教諭とのティーム・

ティーティング（以下ＴＴ）についても明

記した。また、新たに学年ごとの食育年間

指導計画を作成した。 

②健康プロジェクトチームの活用 

食育年間指導計画に沿った実践を促す

ため、健康教育推進委員会（健康プロジェ

クトチーム）を活用した。月ごとの食育推

進計画を作成し、毎月チーム内で食育推進

に向けた話し合いを行った。その後、校務

運営委員会での協議を経て、毎月の職員会

議で全職員に周知し、共通理解のもと組織

的に食育を推進できるよう働きかけた。 

＜図１＞ 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

児童一人ひとりが生活習慣について見直

し、改善が図られるよう保護者と協力しな

がら、学校全体で取り組んだ。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④学校保健委員会の活用  

学校保健委員会において、教職員・保護

者・学校医が、本校児童の健康課題や食生

活上の問題点について共通理解を図り、改

善に向けての話し合いを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各月の食育推進計画につ

いて職員会議で共通理解  

食育全体計画 

資料１  

資料２  

資料３  



⑤教科・特別活動における指導 

学級の実態を踏まえ、担任とのＴＴによ

り、児童が課題解決に向けた目標を設定す

ることができるよう、学校給食との連携を

図りながら、下記のような指導を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その際、次のような工夫をした。 

  

ア 現職教育への参加 

本校現職教育、道徳・特別活動部に所

属し、研究授業を通して指導方法の改善

に努めた。 

 

イ 実態に基づいた導入の工夫 

事前の実態把握を学級担任と協力して

行い、児童の抱える食生活上の課題を導

入で知らせることによって、課題意識を

持つことができるようにした。 

 

ウ 魅力ある教材・教具の工夫 

    本時のねらいに迫るための手立てとし  

て、教材や教具の工夫を行ったり、ゲス  

トティーチャーとの連絡調整を行ったり  

した。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 エ ワークシートの工夫  

課題を解決する上での自己決定や  

実践化が図れるよう、ワークシートを

工夫した。 

さらに、学校での食に関する指導を

家庭にも広げていくため、「おうちの

かたから」の欄を設けた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 授業の成果と課題の把握 

指導前と指導後の意識や行動の変容

を検討し、授業の効果を把握するとと

もに、指導法の改善を行った。 

 

 

 

 

 

(2)【視点２】学校給食を生きた教材として

活用し、食育を推進する。   

排 便につい て楽し く

学べる教材の工夫  

ゲ ス ト テ ィー チ ャー を

効果的に活用した授業  

課題解決 に向

けた自己決定  

実践化を促す  

家庭への 啓発

と連携  

実施学年と題材名  

ワークシートの工夫  

指導前、指導後のアンケート  

資料４  



①学校給食の給与栄養量の改善    

児童が学校給食から摂取する栄養量を検

討したところ、鉄、ビタミン C、食物繊維に

おいて充足率を満たしていないことや、タ

ンパク質が 20％以上も過剰であることがわ

かった。 

そこで、従来のように栄養所要量の範囲

の中で、安全でおいしく、そして子どもた

ちに喜ばれる給食を提供するだけでなく、

生活習慣病や過剰摂取による健康障害の予

防を視野に入れた栄養管理を計画的に行い、

給与栄養量の改善に努めた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②食育通信の活用 

食育通信を毎月発行し、献立のねらいや

意図を、学級担任を通して児童に伝えると

ともに、栄養バランスのよい食事をとるよ

う働きかけた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③地場産物の活用 

地元農産物を活用し、身近な食材を使っ

て栄養バランスのよい食事をとるよう働き

かけた。 

ＪＡ新ふくしまより、農産物カレンダー

を入手し、地元農産物を積極的に取り入れ

るよう献立を作成した。  

また、給食に使用した食材の展示や、生

産者のインタビューを行い、地場産の野菜

や果物の摂取量が向上するような取組を行

った。結果的に地場産物活用率も向上した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イモ類・キノコ類・海
藻・豆を取り入れ食物
繊維の多い献立を繰り
返し実施した。  

揚 げ 物 の 回 数 を 減 ら
し、煮る・焼く・蒸す
等 の 料 理 法 を 取 り 入
れ、脂質の量を抑えた。 

献立作成の意図を伝えるための工夫  

 

児童の感想を書く欄を設けた  

地場産物活用率の向上に繋がった  

資料５  



(3)【視点３】家庭や地域との連携を図りな

がら【視点１】・【視点２】を推進す

る。 

①食育便り等を活用した啓発 

教育活動や学校給食を通した食育の取組

みについて、便りを通して家庭に発信した

り、家庭から情報を収集したりして啓発を

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②授業参観日を活用した啓発 

授業参観時に食育の授業を行ったり、保

護者懇談会で食育の講話を行ったりして、

保護者への啓発を行った。  

特に、児童の健康に関わる課題解決のた

め、授業や給食での取組みを紹介しながら、

家庭への協力も呼びかけた。 

 

③試食会・食育講演会を活用した啓発 

給食試食会と食育講演会を同時に開催し、

食育講演会で児童が抱える健康に関する課

題について知らせたり、それを解決するた

めの取組みを紹介したりして、家庭への啓

発を行った。 

その後、実際にどのような給食を食べて

いるか試食することにより、家庭との連携

が図りやすくなった。 

 

④ＰＴＡと連携した啓発  

ＰＴＡ主催の行事で、料理講習会を開催

したり、ＰＴＡ新聞に関連記事をのせたり

など、ＰＴＡ活動と連携して、保護者への

啓発を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤幼稚園との連携による啓発 

小学校の食育は、幼児期における食習慣

が大きく関わるため、隣接する清水幼稚園

のＰＴＡ講演会において、栄養教諭が食育

講演会を行った。 

 

⑥県が主催する食育に関するコンテストへ

の参加支援 

県教委主催「わたしが作る朝ごはんコン

テスト」に応募するため、家庭科担当教員

と協力して、家庭に向けてコンテスト参加

の呼びかけを行った。 

最終審査に進んだ児童には、栄養教諭が

調理に関するアドバイスを行い、コンテス

ト参加への支援を行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終審査の様子

と応募作品  

ＰＴＡ新聞での啓発  

ＰＴＡ対象の調理講習会  



 

成果と課題 

(1)成果 

①【視点１】  

食育全体計画を整備し、校内組織を活用

して、全職員が共通理解のもと食育を推進

できるよう働きかけたことで、食に関する

授業が計画的に行われ、他の教職員とも連

携して食育に当たることができた。  

②【視点２】  

献立の工夫や残滓率の減尐が、児童一人

あたりの平均栄養摂取量の向上につながっ

た。特に、排便と関連のある食物繊維、体

の調子を整える働きのあるビタミン類、ミ

ネラル類の摂取量が向上した。  

③【視点３】 

下記のような活動を通して、家庭や地域

との連携を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これら視点ごとの成果から、重点目標の

達成状況を考察すると、  

 

 

 

望ましい生活リズムの定着をめざして行

った生活習慣チェックでは、「３食しっか

り食べる」や「朝の排便」がそれぞれ改善

されたことから、３食規則正しく食事をと

り、望ましい生活リズムを身につけること

ができるようになってきていると考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者対象の学校評価アンケートや、給

食残滓の減尐などから推察しても、栄養バ

ランスのよい食事を進んでとることができ

るようになってきていると考えられる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本校児童の健康に関する課題においては、

平成 19年度と平成 21度の新体力テストのア

ンケートの比較より体調について、良いが  

10％増えた。 

さらに平成 21年度の健康診断では、肥満

傾向児の出現率が前年度の 11％から 9.9％

に減尐し、ここ数年横ばい状態であった、

ローレル指数１６０以上の児童の割合が  

5． 3％に減尐した。 

(2)課題 

本実践は、一人一人の変容について、

充分に検討をすることができなかった。 

児童一人一人が食や健康づくりに関す

る意識を高め、望ましい食行動によって、

健康レベルを向上させるためには、栄養

教諭が、食育推進コーディネー、保健主

事、養護教諭などと連携を図りながら、

全職員共通理解のもと、教育活動全体を

通して食育を推進していくことが重要で

ある。 

今後も、他の教職員と連携を図りなが

ら、学校の教育目標が達成されるよう、

日々の教育実践を行っていきたいと考え

る。 

①  ３食規則正しく食事をとり、望ましい
生活リズムを身に付けることができる
児童の育成 

 

②栄養バランスのよい食事を進んでとる
ことができる児童の育成  


